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第１章　修復前調査
１－１　古図文献調査
１［場所と周囲の状況］
山梨県南アルプス市桃園 ( 中巨摩郡櫛形町）は南アルプス山塊の櫛形山を
頂きに、御勅使川扇状地、原七郷と言われてきた水との闘いの歴史を持つ
地域で、東に甲府盆地を見る釜無川左岸の街道駿信往還（国道 52 号線）
小笠原の宿を中心にした町である。明治維新の後、明穂村（小笠原、桃園、
山寺）として、甲州西郡筋近代化の中心的役割をした地域である。ここ桃
園地区は、古くは京都六条桃園に御所をおく、桃園の宮貞純親王の食封の
地であったことより、通称「院の宮」と称する桃園神社（慶長八年黒印神
領三斗六升・社地三千六百坪を与えらるる）を中心に街道添い地割りのはっ
きりとした集落を形成している。また国道 52 号線及び旧廃軌道拡幅のた
めに新しい整然とし町並みに変化しつつある。
２［成立と経緯］
村松家住宅は駿信往還に添った桃園新田集落の中心にある。敷地東をこれ

（国道 52 号線）に面し、西隣はかつて桃園の宮に接していた。現在は廃
軌道（旧峡西電鉄）と接している。幕末以前は長百姓、名主（〜伊助、助
右衛門）として村に貢献した文献が記されている。明治維新期、桃園村村
医三代目、勝格弥医師（医業と私塾をもって子弟教育に貢献）の次男健斎（文
政九年 1826 年〜明治 17 年 1885 年）が村松家に養子入り、医業と商家
及び村惣代長百姓として活躍をする時期より建築の動きが活発化する。健
斎は維新の推進派に多大なる軍資金を供給する傍ら、両替商として名称〜
貸付商会銀行（明治 11 年 6 月）を本社鰍沢に起こし、横浜正金銀行にも
出資した。地域と国の近代化が進み行くことに希望を抱き、村松家の基礎
を築いた。その子次男村松正次郎（文久二年 1862 年生まれ）は、上京し
て山岡鉄舟の教えを請い、明治 15 年（1883 年）〜明治 17 年（1885 年）
の間、谷干城（たに　たてきー西南の役熊本鎮台司令長官、陸軍中将、第
一次伊藤内閣農商務大臣 1885 年〜1 888 年）の書生として漢学を修業の
後、明治 20 年 3 月明治法律学校（現明治大学）に入る。後、逓信省管理
局に努め、後政財界で出世する。また生業の塩、油の販売、造り酒屋、た
ばこの販売、両替商、銀行等はもとより、紡績会社事業等　への出資を拡
大して行くのであった。長男は勝家の養子となり勝格也医師五代目として
医業を継ぐ傍ら、立憲政体をたてるために政治的に尽力し、明穂村戸長の
職に就き、早川開墾の促進を強調するなど郷土のために尽くした。また、
その著書『臨床応用硯北日誌』に地域保健医療の貢献が記されている。正
次郎の長男である先代重雄はほとんど郷里を離れ、東京にて村松家の拡大
に尽力され、神田神保町に居を構え加藤シヅエ前夫・石本男爵と『大同洋
行＝洋書問屋』を起こす。その後、レストラン『Madchen メッヒェン（少女）』
を開業する。共栄医療組合病院（峡西病院と称す）現在の巨摩共立病院は、
当家を利用して発足し、地域の医療保健施設として一時期利用された（昭
和７年 1932.5.12）。この商家蔵の中でレントゲンを撮った人の記録も残っ
ている。戦中戦後の時期疎開先として桃園と東京とを往復し、幾多の経済
危機を乗り越えて昭 49 年に他界した。
嘉永二年六月（1849 年）以前の図面 

このような経緯の中、主屋は、
嘉永二年六月（1849 年）以前
より存在していたことが地家相
図（坪井民部）より判る。その
地家相図より古いと思われる家
相図では現存している主屋の平
面と酷似している小さめの間取
り（7.5 間× 5.0 間）をしてい
る資料があり、村松家の住まい
だけの原形を呈している

慶応元年（1865 年）以前の図面
また、もう一つの主屋平面図資料
は先のものより新しく、現存して
いる間取り（8.5 間× 5.0 間）　の
座敷、大黒、小黒柱、玄関位置な
ど移転増築前のものとして断定で
きる平面である。この頃のこの地
域の民家のプロトタイプとして櫛
形町誌の例でも判るとおり平家の
茅葺き切り妻造りと推測される。

　
地家相図－１嘉永二年六月（1849 年）
以前地家相図（坪井民部作の地家相図）
より古いと思われる地家相図 .

敷地東部は駿信街道沿い間口 14 間位
あり 4 間半× 2 間の北蔵、間口 2 間
の長屋門、6 間× 3,5 間の南蔵があ
る。主屋との間には井戸らしき囲いが
ある、南には厠らしき建物がある。主
屋の南西には 1,5 間の庭中潜り門があ
る。敷地西半分は蔵群が配置されてい
る。　　　　　　

嘉永二年（1849 年）の地家相図よると、この時点で蔵の数が 5 〜 7 棟有
り、かなりの生産石高や造り酒屋等の多義に渡る商売をしていたことがう
かがわれる。また、慶応元年（1865 年）の地家相図は敷地の東半分をど
う改築するかのものであろう。

地家相図―２慶応元年（1865 年）七月吉日甲斐國陰陽宗取締目付加賀美
大和撰之の地家相。
嘉永の家相図と見比べてみると主屋の直西の蔵群にはあまり変化ない、ま
たその西の蔵群はこの図から切り離されている。敷地東部の駿信街道沿い
間口 14 間位あり 4 間半× 2 間の北蔵はより密接に主屋と一体化できるよ
うに増改築され、主屋を移動改築するための図であろう。 この時点で健
斎さん（39 才）はすでに勝家より村松に婿入りし、医業に専念してくる。
息子次男正次郎 4 才である。これ以降村松家住宅は激動の維新をくぐり
抜け、近代史の波に乗って現在の状況に近く成長変化していくのである。
現存資料での判断から、主屋はこの後裏に 1.5 間増築し（8.5 間× 6.5 間）
越屋根付き二階建として、モダンな装飾窓をリズミカルに施し敷地東真ん
中に曵き家される。二階は（8.0 間× 4.0 間）の大空間として使用可能な
ように束立て無く、ダイナミックな構造梁（天秤梁＋トラス組）で架構さ
れている。産業としての養蚕はもとより、人の出入り多い村医として、診
療の場や、私塾として子弟教育、青年実学の場として使用していたようで
ある。蔵の位置は大幅に移動されて、街道沿いの両替商も営む土蔵二階建
商家蔵へ、主屋裏の文庫蔵へと体裁を整えて行くのである。
３［構造］
主屋 10 間× 6.5 間、木造二階建て、漆喰壁仕上、瓦葺き
商家蔵 8.0 間× 3.75 間 , 土蔵二階建 , 漆喰壁 , 腰壁ナマコ壁仕上 , 瓦葺き
文庫蔵 3.5 間× 2.0 間土蔵二階建、漆喰壁、置き屋根瓦葺き
厠（雪隠 6.0 尺× 10.0 尺、木造平家建、下見張り壁、瓦葺き。

４［様式の概要］
［主屋］は歴史的経緯の中で数回増改築、曵家をしている。現存している
間取りは、この地域特有『サの字型』プランの六間通しを原形として造り
始めたのが、嘉永二年（1849 年）以前である。それ以後と見られるもう
一つの平面図が残っているものは、それより成長して、八間通しの奥座
敷、中座敷それぞれ 10 帖間としている。欅の大黒柱、小黒柱のスパンは
1.5 間の 6 帖の大戸口土間、大黒柱東にクド（カマド）があり現存してい
た二階の煙り抜き跡と一致する。その後明治初期、北裏から現位置に曵家
し 1.5 間継足して、12 間通しとした大改造をした。その時点で商蔵とは
平家でつながっていた跡が残っている。このつなぎの土間空間を入れると
15 間通し（間口５スパン桁行 3 スパン）の大平面を形成した。同時に一
挙二階建てとして、両切り妻に装飾窓を二ケ所づつ付け、南側二階には漆
喰の R 枠開き窓がリズミカルに八ケ所設けられ、モダンな様相を醸し出
してきたのである。
それから、主屋と店蔵との繋ぎの土間より、階段梯子を設けて土間より二
階に上がるために、その下屋に 3 尺束を継ぎ足し、桁高を上げて立体的
に使用可能な空間とした。これは養蚕業とそれ以外の何かの商売か、私塾
か、に使われた。二階の架構造は軒高を揚げるため、大黒柱、恵比寿柱（小
黒柱）の頭に母屋梁受けの水平梁を流し、束を省いた船底状の構造として

出来た大空間はこのうえなく美しい。当時
係った技術者、職人の知恵が近代化を支え
る背景として目を見張るものがある。また
この村松家住宅の特筆すべき特徴でもある
奥座敷、中座敷の壁仕様は、金箔（大山椒
方三分〜小石・方四分）壁や金糸、銀糸折
込みの布壁仕上と、ラピスラズリ（瑠璃色
の貴石）を擦り潰し、塗り込めた青い壁や、
葉模様を浮かした左官塗り壁類は貴重な素
材を使えた文化の高さが感ぜられる。また、
間仕切り絵襖もこの家のために描かれたも
のであり、欄間、板戸、障子など伝統技術
に裏打ちされたものとして残されている。
それから玄関引き戸のカットガラスは神田
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神保町で経営していた頃の『Madchen メッチェン少女』の玄関引き戸を
移設して使用している。これは後に人間国宝級になったガラス職人が昭和
９年頃仕上げたガラスと言い伝えられている。
[ 商家蔵］は 1 階を 8 間× 3.25 間とし、土間、南店蔵、奥店蔵と 3 つの
使われ方をしている。2 階は 8 間× 2.5 間、それぞれ 1 階より箱階段で登
ることが可能であり、中仕切り襖開戸（幅５尺）で行き来できる。小屋は
和小屋組みの 1.5 尺の化粧曲がり梁を使用して土で塗り込められた屋根の
重量を支えるに可能としている。垂木は 3 寸× 2.2 寸＠ 1.2 尺で 5.6 寸勾
配の流れ 9 尺を持たせているが、垂木に反りがきている。基礎は石積み 4
〜 5 段として、水害から護られるように床を揚げている。駿信往還入り
口土間には 8 寸× 6 寸の欅の大黒柱に尺の框を差して土間から 430 ミリ
上げた畳み床である。壁は仕上に白漆喰を腰壁には平瓦張りのナマコ壁で
ある。窓開口部は左官鏝の手さばき技術が施され、盗難避け鉄格子の跡が
ある。また蔵扉は主家側にある、かつては店蔵として使用している時期は、
主屋とは離れた外部であったためか非常に堅牢に出来ている。主屋とつな
がれて、内部空間化されて後、その蔵扉としての機能が少しづつ薄れて、
今では半分壁に塗り込められている、その造りは意匠的価値を見出せるも
のである。また、床下には煙草の収納室があると言われ、玉石が敷かれて
いるとのことは、蔵造りの床下納まりの基本である土の下から侵入する鼠
除けの工法が見られるのではないかと思われる。

［文庫蔵］は 3.5 間× 2.0 間二階建てである。置き屋根付きの土蔵造りで
ある。基礎の高さからして、店蔵の用途とは完全に異なる使用目的で造ら
れたのである。小屋組は登り梁形式で、地棟木に 1.0 尺角ものを通し妻側
を登り梁として、二階の内部空間を有効に使用するための知恵と工夫が施
されている。その上に土が塗り込められた層を造り、最上に置屋根の軒の
出を 4.0 尺出し風雨、火災から漆喰壁の土蔵を護る置き屋根構造としてい
る。これはたぶん正次郎翁のお気に入りのものであったと推測される。極
力開口部を少なくし、コンパクトな大きさとし、階段を無くして、二階を
気密性良くしている。また、入り口蔵扉は軽快な左官技の装飾と、大戸引
き戸、障子が組み込まれ、堅牢、美しさ、居住性を満足した蔵である。学
問を山岡鉄舟、谷干城など維新の主人公等に教えを請うた書を尊んだ翁の
好みであろう。主家からは仲居 8 帖（現在仏間）から渡りの間を通り北
に位置する。正次郎翁が晩年寝室として使用したと言われ、この屋敷配置
になってからは山梨の村松家として実質の蔵の役割を果していたのはこの
文庫蔵であろう。時代の流れに添うように屋敷の中央に建物が集まってく
る商売の形態の変化が読み取れる。つまり、この住宅には農機具入れのよ
うな納屋は存在しなく、農 + 酒造⇨農商酒 + 医⇨両替商⇨銀行⇨投資会
社⇨政財界⇨へと歩む過程が建築の変遷として記憶されている。

［厠］は、木造平家建て瓦葺き 6.0 尺× 10.0 尺の腰壁下見板張り矢羽根押
し縁押さえの完成度の高い建築として今回併記しておく。

［中潜り門］は、中庭を座敷前に造り、屋敷の中での高貴な庭造りを意図
した時代背景の遺産として残る。
以上、村松家住宅の現存している建築群はこの地域の商家蔵を併設した街
道沿い農商人文化の典型である。明治維新時、直轄地の甲州で自由な時代
の開ける予感を信じて生き、率先して羽ばたいていった村松家の先祖の歴
史はこの地域の近代史（産業とライフスタイルの変遷）そのものでもある。
折しも、いま個人の意識が開かれつつある現代において、この近代化遺産
の投げかけるものははかり知れないものがある。
これをこの地域の都市景観の変遷として置き換えるならば以下のことが言
える。
駿信往還（国道 52 号線）の歴史的町並みの形態は土蔵造りの老舗の景観
であった。代表的な小笠原の宿でもいまその素晴らしさを観るのは至難で
ある。日本全国、商店街活性化のため道路拡副をしたがそれは資本の淘汰
に拍車をかけた結果になった、また車は通過に拍車を掛け失うものが多
かったとの反省はこれら商店街でもよく聞かれる。その反面、それぞれの
商店の特性を活かした経営と、歴史的な町並みを活かした街づくりが一体
となる地域経営が見直されつつある。また、この地域は道造りと共に発展
を遂げてきた近代の歴史を持つ、その事業が個人の生き方を大きく換えて、
蔵と一体化した暮しぶりが町並みを形成してきたという事実がある。
５　建物経緯調査
主屋・商家蔵の建立の歴史的背景を考察してみよう。村松家史年表（別添）・
櫛形町史より漢方医村松健斎が養子として入り、村松家が大きく変化して
いったことが判る。また、漢方医勝格弥（勝―本家後継者で健斎の実弟で
桃園学校の初代校長明治 6 年 12 月 17 日）との関係で両家は桃園の近代
に深く関わっていたことも判る。主屋が二階に持ち上げられて、二階は垂
木構造に近い京呂小屋組（天秤梁・擬トラス構造）であり、二階のスペー
スの使われ方や連続したアーチ窓の並び配列など、村松家とこの地域の近

代の関係がこれらの建築仕様から解明されてい
くことを期待して進めたい。
商家蔵棟札－写真
商家蔵棟札―明治 6 年 5 月５日 (1873 年 ) 村松
健斎（48 歳）建立
棟梁夜子澤（現中富町）村、幡野宗兵衛、藤原宗親。 
商家蔵棟札に見られるように、ちょうど 130 年
が経過した。村松家史からは桃園村百姓代村松
助右衛門から漢方医の健斎が婿養子に入るとき
である。そのとき子正次郎（文久二年 1862 年
1 月生まれ）は 12 歳になっている。それより
遡り 9 年、139 年前主屋が新改築された。 

主屋棟札―慶応元年 (1865)10 月吉日
村松健斎（漢方医 39 歳）建立。
棟梁―下田原村若林駕蔵源治知、他

また、大正 10 年消防団の写る（写真―１）
や（写真―2）中潜り門下見板張り写真は
修復された記録として貴重な資料（漆喰壁
の修復手法として）である。

写真―１

主屋・中潜り門前写真        大正十年三月二十三日写す       桃園、沢登両
新田消防出染式後撮影

写真―２
中潜り門下見板張り大正十年より以前か以後        

旧峡西電鉄　桃園駅プラットホームから描いた村松家西面　　　　　
1946．10．Takizawa「廃屋」
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１－ 2 幕末期から明治維新、初期における村松家先祖と地域社会との関
わりの歴史 -1。　　　　（参照ー櫛形町誌史料篇より）	 　01/12/00　久保田要

記

　年代（元号） 　西暦	 　村松家人物 　　見出し 　　内　　容

文政　九年戌　二月 1827/2 組頭　　伊助　（30 才） 原方村々肥粕糠注文定二付 名主宛、当年油かす高値につき年貢手当て？

天保　九年戌　九月 1839/9 長百姓　伊助　（42 才） 天保騒動余聞葉山孫三郎へ出金

始末書

御奉行所深谷遠江守宛、金二百五十両窮民御救金 + 水野越前様五両取替金可

致

　　十一年卯　二月 1841/2 酒造人　伊助　（44 才） 酒造減石申上書 野村彦右衛門御役所宛、酒造米 84 石→ 3/2 の 56 石、造桶五尺九本、但し一

本京樽六石造、外手伝小桶弐拾本。

    十四年卯　五月 1844/5 名主　　伊助　（47 才） 桃園村上納金願 金二両外二名同額、長百姓与左衛門、惣左衛門。

弘化　三年午　六月 1847/6 長百姓　伊助　（42 才） 桃園村名主交替故障の出入 市川御役所宛、当村名主役乃儀、是迄長百姓之内ニ而順年番二勤来り罷在候。

々　　十二月 1847/12 　々　　伊助　（　々） 桃園村夫銭割妨害二付訴へ 甲府御役所宛、巨摩郡桃園村役人一同奉申上候。

々　　十二月 1847/12 　々　　伊助　（　々） 桃園村夫銭割出入 甲府御役所宛、巨摩郡桃園村役人一同奉申上候。

　四年未正月　八日 1848/1/8 　々　　伊助　（51 才） 桃園村夫銭割出入 甲府御役所宛、巨摩郡桃園村役人一同奉申上候。

正月　九日 1848/1/9 　々　　伊助　（　々） 桃園村夫銭割出入 甲府御役所宛、巨摩郡桃園村役人一同奉申上候。

正月十三日 1848/1/13 　々　　伊助　（　々） 桃園村夫銭割出入 市川御役所宛、巨摩郡桃園村役人一同奉申上候。

嘉永元年申十二月 1848/12 長百姓　伊助　（51 才） 桃園村夫銭割出入済口定書 対談申議定書之事。名主役交代之儀、百姓代之儀、惣百姓相談之上入札‥、夫銭、

年貢等

十二月 1848/12 桃園村医　格弥（　才） 桃園村村騒済口証文。 市川御役所宛、差上申済口証文之事

　　三年戌七月廿九日 1850/7/29 長百姓　伊助　（53 才） 桃園村御祭神酒一件済口証文 市川御役所宛、御祭り御神酒贈之儀

　　四年亥四月十二日 1851/4/12 　々　　伊助　（54 才） 桃園村騒ノ事済口証文。 市川御役所宛、差上申済口証文之事

九月　二日 1851/9/2 桃園村医　格弥（　才） 桃園村名主交替縺れ済口証文 市川御役所宛、差上申済口証文之事、桃園村名主 -仙蔵

安政四年巳八月 1858/4 長百姓　伊助　（61 才） 八幡宮社木伐採二付訴へ 乍恐以書付御訴訟奉申上候　訴訟人御朱印地八幡宮神主内藤左馬介、　乱妨狼

藉出入　伊助忰 -才吉

　　七年申正月 1861/1 長百姓　伊助　（65 才） 村役人百姓代選任 当村百姓代之儀、人少二相成候二付、今般村中相談之上四人入札二而取極可申。

文久元酉年八月三日 1861/8/3 名主　　伊助　（65 才） 貯穀請書 市川御役所宛、差上申一札之事、籾弐石七斗壱合、麦弐拾四石壱斗六升五合、

粟壱石三斗八升。御改請申候。

十月 1861/10 名主　　伊助　（66 才） 和宮下向助郷顛末 和宮様。御下向之節、宿継人馬多入候間、左之村々中山道下諏訪宿助郷申付

候条、

慶応三卯年三月 1868/3 長百姓　伊助　（72 才） 百姓代選任議定 当村百姓代之儀、人少二相成候二付、今般村中相談之上九人入札二而取究可申。

明治三午年二月 1871/2 長百姓　伊助　（75 才） 桃園村役人新役入振舞之事。 別帋議定書之事。当村之儀旧来相治り候処、村役人追々人少ニ相成御用村用

差支、

三月 1871/3 長百姓　伊助、百姓代助右

衛門

村役人新役六入加入二付議定 当村之儀旧来相治り候処、村役人追々人少ニ相成御用村用差支、

依之今般村中熟談を以新役六人加入いたし候趣、入札、、、

　　五年申八月十六日 1873/8/16 百姓代　村松助右衛門 大小切嘆願 山梨県御役所。大小切御居置嘆願　八ヶ村、、、

　　六年七月十一日 1874/7/11 百姓代　村松助右衛門 桃園村伍長惣代仕立方議定 今般村方、、、

　　八年一月廿五日 1876/1/25 副戸長　村松健齋（50 才） 小笠原、山寺、桃園合村対談書 合村規則相立候まてハ、

　十一年六月　六日 1879/6/6 村総代人村松健齋（53 才） 明穂村事務所移転二付願 山梨県令　藤村紫朗宛、当村事務所位置之儀、合併事務受渡之際、別紙の通

対談いたし置、、、、

　十一年八月 1879/8 村総代　村松健齋（53 才） 桃園村より明穂事務所移転促進

方願

山梨県令　藤村紫朗宛、右奉申上候、去ル明治八年一月中御主意奉載、旧山寺、

旧小笠原、旧桃園右三村

　十二年十月 1880/10 村総代　勝　格也 早川開墾総代人願書 山梨県令藤村紫朗代理　山梨県大書記官西村亮吉宛、別紙早川開墾惣代拾五

名之内、、、　

現御当主

久保田 要
長方形

久保田 要
線

久保田 要
長方形
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１－ 3　調査―改修前村松家住宅主屋・商家蔵

平成 15 年以前の村松家 1 階平面図

平成 15 年以前の村松家 2 階平面図

商家蔵

主屋

文庫蔵

厠
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　　着工前南立面図

　　着工前東立面図

　　着工前北立面

　　着工前西立面図
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   　CG・村松家増築、移転前軸組部　南東部鳥瞰図　

商家蔵南東部立体軸組図

商家蔵西部立体軸組図
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商家蔵蟻害調査

商家蔵壁、海鼠壁納まり調査（柱は曳き屋の時金輪継補強済）
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商家蔵、1 階北窓痕跡調査

主屋 2 階南側開口部詳細（内障子、ビードロ障子、＋木目描きのある雨戸観音開戸）
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商家蔵土蔵扉実測調査（軸受仕様ー安山岩の台座部と上部冠木回転部補強金物）

商家蔵屋根・軒 - 竹野地下地仕様・調査

土蔵扉軸受右左ヒンジ金物リング釘留
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商家蔵土台継手・調査修復図

主屋大屋根棟、熨斗瓦、平瓦実測調査図
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主屋大屋根軒先実測調査図

色彩調査　八窓枠（塗料の蛍光Ｘ線分析）辻政雄 , 木村英生山梨県工業技術センター研究員 (20050302)

主屋 2 階窓枠塗料サンプル（１－１）                              主屋 2 階南窓枠塗料サンプル（１－１、１－２）

 村松家主屋 2 階開窓塗料蛍光 X 線分析結果ーサンプル（1 － 1,1 － 2）

主屋南八窓の木枠部のペンキは薄青、グレー色を

呈しているが、グレーそのものに近い。今回の分

析によると、Zn-54.47%（亜鉛＝白 , 緑）,Ca-26.85%

（ 白 亜 = 石 灰 石 ）,Ba-15,72 %（ 重 昌 石 ー 白 ）

Sr-0.90%（還元剤）P ｂ -1.09％（鉛白）Fe-0.49%（黄

土 = 青）Cu-0.45%（銅＝岩群青）という結果か

ら、ここでは白色系が主に抽出された。緑色系顔

料として、亜鉛緑 ZnCrO ４や群青 KFe｛Fe(CN) ６｝

部分は青、緑化する。今回 Cr,K,CN 等は検出され

ない。少量なのか生成過程でろ過、後に風化した

のか？主成分の残量から薄青緑色の彩があったこ

とは明らかである。




